
 

第
十
九
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト 

 

十
一
月
八
日
～
九
日
、
和
歌
山
県
有
田

川
町
に
於
い
て
「
人
、
ま
ち
、
棚
田
と
と

も
に
未
来
へ
」
～
伝
え
よ
う
！
ま
も
る
心
、

う
け
継
ご
う
！
豊
な
恵
み
～
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
た
。 

開
催
趣
旨 

農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
地
域
の
景
観
や
水

源
涵
養
、
洪
水
防
止
な
ど
先
達
が
守
り
続

け
て
き
た
棚
田
が
有
す
る
多
面
的
機
能

を
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
し
て
い
く
取
り

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
中
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
棚
田
等
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
々
の
事
例
な
ど
を
紹
介
い
た
だ
き
、

意
見
交
換
や
交
流
を
図
り
、
持
続
的
な
保

全
活
動
へ
の
つ
な
が
り
を
期
待
す
る
と

共
に
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
、
有
田
川
町
で
「
第
十

九
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。 

{

一
日
目}

基
調
講
演
は
写
真
家
青
柳
健
二

氏
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
棚
田
と
日
本
の
棚

田
が
紹
介
さ
れ
た
。
事
例
発
表
は
県
立
有

田
中
央
高
校
の
「
あ
ら
ぎ
島
等
で
の
取
り

組
み
」
。
和
歌
山
大
学
観
光
学
部
の
「
沼

の
棚
田
に
お

け
る
取
り
組

み
」
が
発
表
さ

れ
た
。 

分
科
会
は
第

一
分
科
会
「
棚

田
と
文
化
的
景
観
保
全
の
あ
り
方
、
取
り

組
み
。第
二
分
科
会
は「
梯
田(

棚
田
・
段
々

畑:

条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用)

の
意
識
と
保
全
」
。
第
三
分
科
会
は
「
棚

田
保
全
活
動
を
契
機
と
す
る
地
域
活
性

化
・
地
域
づ
く
り
」。
第
四
分
科
会
は
「
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域
に
よ
る
棚
田

保
全
へ
の
取
り
組
み
」
。
と
題
し
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
た
。
な
お
、
本
会
は

年
に
一
度
の
情
報
交
換
の
場
で
あ
っ
た

が
全
国
規
模
に
拡
大
、
保
存
会
同
志
の
意

見
交
換
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
本
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
「
棚
田

保
存
会
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

交
流
会
は
百
姓
、
棚
田
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
親
密
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
た
。 

{

二
日
目}

現
地
見
学
会
は
「
あ
ら
ぎ
島
と

上
湯
用
水
路
」
を
地
元
民
の
礼
節
を
持
っ

た
温
か
い
お
も
て
な
し
の
も
と
、
幾
何
模

様
の
棚
田
の
散
策
を
行
っ
た
。 

提
言 

 

分
科
会
の
あ
り
方 

 
(

舜)

は
過
去
十
六
回
ほ
ど
サ
ミ
ッ
ト
に

参
加
し
て
い
る
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
提
言
し
た
い
。 

 

我
々
百
姓
は
棚
田
の
保
全
継
承
、
過
疎
、

高
齢
化
な
ど
多
く
の
悩
み
を
抱
え
、
苦
慮

し
て
い
る
。
そ
の
打
開
策
に
期
待
を
も
っ

て
参
加
し
て
き
た
が
、
毎
年
、
檀
上
で
俄

作
り
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
辟
易
。
参
加
者
の
多
く
は
棚
田
関
係

者
を
交
え
た
交
流
会
と
現
地
見
学
会
を

楽
し
み
に
参
加
し
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。
昨
年
も(

舜)

は
全
国
か
ら
参
集
し

た
百
姓
の
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
、
課
題
等
を

主
眼
と
し
た
提
議
、
話
題
の
場
を
作
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
生
意
気
に
も
主
張
し

て
し
ま
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
本

年
の
分
科
会
も
従
来
通
り
で
、
多
く
の
参

加
者
か
ら
眠
気
を
も
よ
お
し
た
と
愚
痴

が
聞
か
れ
た
。
救
い
は
「
棚
田
保
存
会
意

見
交
換
会
」
が
試
行
さ
れ
た
こ
と
で
、

我
々
百
姓
が
自
由
闊
達
に
意
見
交
換
が

で
き
、
明
日
の
展
望
が
見
い
だ
さ
れ
た
有

意
義
な
会
に
終
始
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
を
一
助
と
し
、
来
年
の
山
形
県

開
催
の
企
画
に
託
し
た
い
。(

舜) 

有
田
川
町
の
実
行
委
員
会
、
住
民
の
皆

さ
ん
、
協
賛
、
後
援
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

お
も
て
な
し
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

収
穫
感
謝 

 

十
二
月
八
日(

日) 

十
時
～
十
四
時 

保
存
会
は
恒
例
と
な
っ
た
～
み
ん
な
で

よ
い
し
ょ
！
感
謝
を
こ
め
て
、
餅
つ
き
を

～
連
谷
お
助
け
隊
、
棚
田
っ
娘
の
協
力
で

開
催
す
る
。
当
日
は
つ
き
た
て
の
餅
や
田

畑
を
荒
ら
し
栄
養
満
点
の
捕
獲
し
た
猪

を
シ
シ
汁
に
し
た
り
焼
肉
な
ど
を
用
意

す
る
。
ま
た
、
五
平
餅
の
販
売
も
行
う
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
お
馴
染
み
の
「
河
西

忍
と
ゆ
か
い
な
仲
間
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
が
華
を
添
え
る
。 

          

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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景
観
環
境
整
備 

十
月
二
十
日
、
保
存
会
は
連
谷
お
助
け

隊
の
協
力
で
「
千
枚
田
入
り
口
付
近
・
ふ

れ
あ
い
広
場
」
の
草
刈
り
作
業
を
「
あ
い

ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
て
行

わ
れ
た
。 

坂
折
棚
田
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

十
月
二
十
六
日 

岐
阜
県
恵
那
市
坂

折
棚
田
で
第
九
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

開
催
十
周
年
記
念
事
業
坂
折
棚
田
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
「
こ
れ
か
ら
の
棚
田
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
中
島
峰
広
先
生
の

「
棚
田
百
選
と
こ
れ
か
ら
の
棚
田
」
と
題

し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
中
島
先
生
の
他
、

(

舜)

、
柘
植
康
弘(

棚
田
オ
ー
ナ
ー)

、
鈴
村

直(

保
存
会
前
会
長)

、
田
口
理
事
長
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
「
地
元
の
悩
み
を
生 

か
し
、
棚
田
の
今
後
を
探
る
」
を
テ
ー
マ

に
話
し
合
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

四
谷
の
千
枚
田
で
も
お
な
じ
み
の
相
田

先
生
が
務
め
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
参
加
し
た
行
政
、
棚
田
関
係
者

に
今
後
の
坂
折
棚
田
の
活
性
の
一
助
と

な
っ
た
と
自
負
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
。 

                

研
修
受
け
入
れ 

十
月
二
十
八
日 

J
IC

A

中
部
の
依
頼

で
ベ
ト
ナ
ム
研
修
生
四
名
は
「
棚
田
と
小

水
力
」を
テ
ー
マ
に
小
山
舜
二(

自
然
体
験

活
動
指
導
者(

農
林))

を
講
師
に
行
わ
れ

た
。
研
修
生
は
ま
ず
、
整
然
と
管
理
さ
れ

た
棚
田
に
「
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
丁
寧
な
こ

と
を
す
る
の
か
。
」
国
民
性
の
違
い
に
興

味
深
々
な
質
問
が
続
出
し
た
。
研
修
生
た

ち
は
少
数
民
族
で
あ
り
焼
畑
農
耕
が
主

で
、
田
ん
ぼ
も
あ
る
も
の
の
、
か
な
り
大

雑
把
の
よ
う
で
あ
る
。
研
修
目
的
の
一
つ

と
し
て
焼
畑
の
跡
に
植
林
を
し
、
成
木
に

な
っ
た
ら
板
材
に
挽
き
、
搬
出
。
日
本
な

ど
に
輸
出
し
現
金
を
求
め
る
。
等
々
、
壮

大
な
目
標
を
語
っ
た
。(

舜)

は
研
修
生
の

熱
意
に
水
を
注
す
よ
う
で
あ
る
が
我
が

国
の
木
材
の
低
迷
の
実
情
を
説
い
た
り

し
た
が
、
か
な
り
貧
乏
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

            

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト 

 
第
二
十
一
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト

in
南
信
州
で
は
「
新
し
い
連
携
体
制
の
実
現

に
向
け
て
」
～
三
遠
南
信
連
携
の
発
展
と

越
境
連
携
地
域
交
流
～
を
テ
ー
マ
と
し
、

各
分
科
会
に
お
い
て
、
現
在
の
状
況
、
課

題
を
検
証
の
上
、
今
後
の
展
開
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
を
し
た
。 

ふ
る
さ
と
指
導
員
全
体
会
議 

十
一
月
一
日 

愛
知
県
ふ
る
さ
と
・
水

と
土
指
導
員
連
絡
会
議
が
身
平
橋
集
会

場
と
千
枚
田
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。 

宮
林
課
長
の
挨
拶
に
続
い
て
原
田
英
史

指
導
員
に
よ
る
「
稲
作
体
験
学
習
」
等
の

活
動
報
告
。
県
新
城
設
楽
農
水
事
務
所
建

設
課
加
藤
技
師
に
よ
り
「
小
水
力
発
電
」

に
つ
い
て
報
告
。
続
い
て
現
地
概
要
説
明
、

小
水
力
発
電
装
置
の
見
学
の
あ
と
集
会

場
に
戻
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。 

棚
田
の
楽
耕 

 

十
一
月
二
日
、
楽
耕
生(

親
子
十
七
名)

は
稲
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
置
き

去
り
に
し
た
板
橋
が
老
朽
化
し
、
危
険
が

伴
う
た
め
撤
去
作
業
を
行
っ
た
後
、
地
域

料
理
「
五
平
餅
」
作
り
に
挑
戦
、
秋
の
一

日
を
満
喫
し
た
。 

今
後
の
活
動
予
定 

・
十
一
月
十
七
日(

日)

、
保
存
会
は
連
谷

お
助
け
隊
主
導
で
連
谷
地
内
の
環
境
景

観
整
備
を
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事

業
」
を
活
用
し
て
実
施
す
る
。 

・{

講
演}

十
一
月
二
十
二
日(

金)

、
三
遠

南
信
文
化
交
流
講
座(

ク
リ
エ
ー
ト
浜
松)

「
千
枚
田
を
核
に
し
た
む
ら
づ
く
り
」(

舜) 

・{

講
演}

十
二
月
二
日(

月)

、
一
宮
商
工

会
の
依
頼
で
「
四
谷
の
千
枚
田
か
ら
」
～

地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
～(

舜) 

・
十
二
月
八
日(

日)

、
収
穫
感
謝
祭 

    

行 
 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


